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○１１月２０日～ 

 

為替相場では根強い円安の動きが続いています。 

週足で見るとドル／円もクロス円も春以降は上昇トレンドが続いています。 

下がってもすぐに戻るという動きが出やすく、大きく円高方向へ振れるような動きになりません。 

ファンダメンタルで見ると円高になる要因が少なく、円安の流れが変わるほどの材料はありませ

ん。 

ただし、ドル／円が１５２円を超えると日銀が介入してくる可能性があるため高値を試す動きも限

定的です。 

米国については、１０月消費者物価指数が予想を下回る結果となったことで、利上げはこれ以上な

いという見方が広がっています。このためドル高の動きが少し弱まっています。 

先週発表された米国の卸売物価指数も予想より低下となり、インフレ懸念は和らいでいます。 

米国の利下げについては、まだ不透明なのでどうなるかわかりませんが、株も金利上昇が落ち着い

てくれば息をふき返して上昇していく可能性があります。 

感謝祭前に株価が強い動きをすることはよくあるので、リスクオンの流れになれば為替も円安に動

きやすくなります。 

２３日は日本も祝日ですが米国も感謝祭（サンクスギビング・デー）で祝日です。 

欧州も先週発表されたユーロ圏やドイツの１１月のＺＥＷ景況感調査の数字が強かったことで、景気

に対する不安が少し落ち着きました。 

今までは米国に対して欧州の景気悪化が深刻になるという予想が強く、通貨で見てもドルがユーロ

より強い動きとなっていましたが流れが少し変わってきました。 

先週はドルに対してユーロが大きく上昇しています。 

このためユーロ／円も１５年ぶりの円安ユーロ高のレートとなっています。 

円に対してだけでなく、ドルに対して各通貨がどのような動きになっているかもチャートを見なが

ら確認してトレードしたいです。 

今週は日本では全国消費者物価指数、米国ではＦＯＭＣ議事要旨などがあり、今後の日米の金融政

策の行方を見る上で重要なのでしっかり見ていきたいです。 

 

 

● テクニカルで見た重要ポイントは？ 

 

＜ドル／円＞ 

 

先週のドル／円は１５２円手前で頭打ちとなり、週末にかけて下げています。 



 

 

１４９円割れは回避しましたが週明けから下げていくと安値更新のリスクがあります。 

１４９円を割り込むと１４８．８円あたりにサポートがあります。 

ここも割り込むと１４８．２円あたりが下値のメドとなります。 

１４８円を割り込むと１０月初めの安値１４７．３円あたりまで下がる可能性があります。 

しばらく１４７－１５２円のレンジ内での動きが続く可能性もあり、高値圏での動きが続くと想定して

トレードしていきたいです。 

基本的には下げ止まりを狙っての買いか、ポジションを少しずつ持つような取引が安全です。 

１４９円台で少し買って、１４８円台まで下がってきたら、さらに少し買うというようなイメージです。 

１５０円以上での買いはリスクが高いので慎重に。 

 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円は先週後半は下げているペアも多く、週明けの動きを見極めた方がいいかもしれません。 

ユーロは先週１６４円まで値を伸ばし、サブプライム・ショックやリーマン・ショックの前の高値に近づ

きつつあります。長期的にはかなり高いレートにあります。 

ユーロがドルに対して上昇してきているためユーロ／円も中期的にはさらなる高値更新の動きが

出るかもしれないので、売りも買いもタイミングを見るのが難しいです。 

週足で見ると上昇しているペアも多いので、押し目買い戦略で安くなったところを狙って買ってい

く戦略で考えたいです 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜今週のファンダメンタル？＞ 

 

日本では１０月全国消費者物価指数などがあります。 

米国では１０月中古住宅販売件数、ＦＯＭＣ議事要旨、前週分新規失業保険申請件数、１０月耐久財

受注、１１月ミシガン大学消費者信頼感指数、１１月製造業・サービス部門・総合ＰＭＩ（速報値）などが

発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで１１月製造業・サービス業ＰＭＩ（速報値）、ユーロ圏でラガルド・ＥＣＢ総

裁発言、ドイツで７－９月期ＧＤＰ（改定値）、１１月ＩＦＯ企業景況感指数などがあります。 

ほかには南アフリカで政策金利の発表などがあります。 


